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福音の
ひびき

10月の説教者

5 日　年間第27主日
ウィルフィード・リンガアマ・クロメン�

（南山教会）

12日　年間第28主日
プルム・アーノルド
（瑞浪教会）

19日　年間第29主日
トラン・ハン・アントニー助祭�

（神言修道会）

26日　年間第30主日
デ・グスマン・ドンドン・ファヴィラ�

（南山教会）

東
海
地
区

名
古
屋
教
区
平
和
祈
願
ミ

サ
が
８
月
10
日
に
布
池
教
会

で
開
催
さ
れ
、
第
一
部
、
記

録
映
画
「
に
ん
げ
ん
を
か
え

せ
」の
鑑
賞
と
、被
爆
二
世・

太
田
智
恵
子
氏（
瀬
戸
教
会
）

に
よ
る
講
演
「
平
和
を
実
現

す
る
人
は
幸
い
で
あ
る
」
に

は
135
人
が
参
加
し
た
。

映
画
は
米
軍
が
１
９
４
５

～
46
年
に
撮
影
し
た
広
島
・

長
崎
の
被
爆
直
後
の
映
像

と
、
35
年
後
の
被
爆
者
本
人

の
証
言
を
重
ね
た
20
分
の
短

編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、

「
目
を
そ
ら
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
言
葉
通
り
、
核
兵
器
が

人
間
性
を
奪
う
現
実
を
訴
え

る
。
太
田
氏
は
、
長
崎
で
被

爆
し
た
祖
父
母
の
体
験
を
通

し
て
、
爆
心
地
近
く
で
の
惨

状
、
戦
後
の
差
別

や
沈
黙
を
強
い
ら

れ
た
日
々
、
そ
し

て
被
爆
者
の
苦
悩

を
語
っ
た
。

１
９
５
４
年
の

ビ
キ
ニ
環
礁
水
爆

実
験
で
は
、
第
五

福
竜
丸
を
含
む
683

隻
の
マ
グ
ロ
漁
船

が
被
曝
し
、
海
産

物
の
放
射
能
汚
染

に
よ
る
風
評
被

害
で
魚
屋
や
寿
司

屋
が
打
撃
を
受
け

た
。
漁
船
乗
組
員
に
は
米
国

か
ら
補
償
が
あ
っ
た
が
、
広

島
・
長
崎
の
被
爆
者
に
は
国

の
保
証
が
な
か
っ
た
。
こ
の

不
条
理
が
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
の
創
設
に
つ
な
が
り
、

市
民
に
よ
る
国
家
賠
償
請
求

と
核
兵
器
廃
絶
の
声
が
広

が
っ
た
と
述
べ
た
。
ま
た
、

核
兵
器
禁
止
条
約
が
２
０
２

１
年
に
発
効
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
で
あ
る
日
本
が
未
だ
批
准

し
て
い
な
い
現
状
に
強
い
危

機
感
を
示
し
、
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
や
核
戦
争
防
止
国

際
医
師
会
議
、
日
本
被
団
協

の
活
動
に
も
触
れ
、「
戦
争

を
始
め
る
の
は
指
導
者
、
止

め
る
の
は
市
民
」「
今
こ
そ

市
民
の
声
が
必
要
だ
」
と

力
強
く
訴
え
た
。
講
演
後
、

ジ
ュ
ー
ド
神
父
か
ら
改
め

て
「
平
和
を
実
現
す
る
人
は

幸
い
で
あ
る
」
と
の
言
葉
が

あ
っ
た
。

第
二
部
の
平
和
祈
願
ミ

サ
に
は
200
人
が
参
列
。
聖

書
朗
読
で
は
、
イ
ザ
ヤ
書

（
32
・
15
）
で
“
正
義
と
平

和
”
が
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

（
14
・
23
）
で
“
主
の
平
和
”

が
語
ら
れ
た
。
松
浦
悟
郎
司

教
の
説
教
で
は
、
戦
争
が
加

害
者
・
被
害
者
双
方
の
人
間

性
を
奪
う
こ
と
、
原
爆
が
一

瞬
で
日
常
を
破
壊
す
る
現
実

が
語
ら
れ
た
。
当
日
ミ
サ
献

金
７
４
，３
９
２
円
と
、
前

日
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
献
金

５
２
，０
０
０
円
は
「
広
島

教
区
の
核
な
き
世
界
基
金
」

へ
送
ら
れ
た
。

参
加
者
の
感
想
に
は
、「
に

ん
げ
ん
を
か
え
せ
」
と
い
う

被
爆
者
の
叫
び
が
、
加
害
者

の
心
の
変
化
へ
の
問
い
か
け

で
も
あ
る
と
の
声
が
あ
っ

た
。
戦
後
80
年
を
迎
え
た
今

も
、
命
の
尊
厳
が
軽
視
さ
れ

る
現
実
に
胸
が
痛
む
。
被
爆

者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
記

憶
を
語
り
継
ぎ
、
祈
り
続
け

る
こ
と
の
意
義
が
改
め
て
問

わ
れ
て
い
る
。核
兵
器
廃
絶
、

憲
法
９
条
の
理
念
、
若
い
世

代
へ
の
継
承
な
ど
、
平
和
へ

の
願
い
は
多
く
の
声
に
共
通

し
て
い
た
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
無
関
心
を
越
え
、
日

常
の
中
で
平
和
を
選
び
、
祈

り
、語
り
継
ぐ
こ
と
こ
そ
が
、

未
来
へ
の
責
任
で
あ
り
希
望

で
あ
る
―
そ
う
し
た
思
い
が

広
く
共
有
さ
れ
た
。

（
多
治
見
教
会
社
会
委
員
会

�

　

藤
本
正
夫
）

北
陸
地
区

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
広
島
や
長
崎
の
原
爆
投
下

を
思
い
起
こ
し
平
和
を
祈
願

す
る
た
め
毎
年
８
月
６
日

か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間

を
「
平
和
旬
間
」
と
定
め
て

い
る
。
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

本
年
は
８
月
11
日
に
、
松
浦

悟
郎
司
教
を
福
井
教
会
に
迎

え
て
平
和
祈
願
ミ
サ
を
行
っ

た
。北
陸
３
県（
富

山
・
石
川
・
福
井
）

か
ら
信
徒
70
名
、

司
祭
は
６
名
（
九

里
彰
神
父
、
盧
𤋮

喆
神
父
、
片
岡
義

博
神
父
、
ヨ
ハ
ネ

ス・ヴ
ィ
ア
ン
ネ・

ラ
マ
神
父
、
ク
マ

ル
・
ア
フ
ァ
リ
・

ア
ル
ン
神
父
、
フ

リ
ッ
ツ
・
ポ
ノ
ン

バ
ン
神
父
）
が
参

加
し
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
ミ
サ
と

な
っ
た
。

午
前
10
時
か
ら
ま
ず
皆
で

聖
母
マ
リ
ア
と
共
に
、
神
に

向
か
っ
て
平
和
を
願
い
な
が

ら
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
唱
え

た
。
そ
の
後
、
米
国
戦
略
爆

撃
調
査
団
が
撮
影
し
た
原
爆

投
下
後
の
広
島
・
長
崎
の
様

子
や
、
手
当
を
受
け
て
い
る

生
々
し
い
被
爆
者
の
映
像

「
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ
」
を

見
た
。
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、

悲
惨
さ
を
具
体
的
に
表
現

し
、
平
和
へ
の
願
い
を
訴
え

て
い
る
こ
の
映
像
を
見
て
、

私
達
は
国
籍
が
違
っ
て
も
心

を
一
つ
に
し
て
原
爆
の
悲

劇
、
そ
し
て
平
和
の
大
切
さ

を
改
め
て
深
く
感
じ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
涙
を
流
す
人

も
何
人
か
い
た
。

ミ
サ
の
説
教
の
中
で
松
浦

司
教
は
次
の
よ
う
に
話
し

た
。「
私
達
は
微
力
か
も
し

れ
な
い
が
、
決
し
て
無
力
で

は
な
い
。
平
和
の
た
め
に
一

人
一
人
が
や
る
こ
と
が
小
さ

な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
皆
が

そ
う
す
る
こ
と
で
大
き
な
力

に
な
る
。」
司
教
の
こ
の
勧

め
に
答
え
て
、
ま
ず
私
達
は

愛
を
も
っ
て
各
々
の
や
り
方

で
、
自
分
自
身
の
心
と
立
場

か
ら
始
め
る
こ
と
に
よ
り
平

和
を
実
現
し
よ
う
。

今
回
の
平
和
祈
願
ミ
サ
に

は
英
語
ミ
サ
の
ク
ワ
イ
ア
・

グ
ル
ー
プ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

ミ
サ
の
ク
ワ
イ
ア
・
グ
ル
ー

プ
も
加
わ
っ
て
、
元
気
な
声

で
何
曲
も
聖
歌
を
歌
い
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
ミ
サ
に

な
っ
た
。
ミ
サ
後
は
、
国
際

的
な
雰
囲
気
の
中
で
の
茶
話

会
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
た
だ
、
平
和
を
実
現
す

る
と
い
う
私
達
の
使
命
は
ま

だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
、
思
い
・

言
葉
・
行
い
に
よ
っ
て
真
の

平
和
が
私
達
の
心
の
す
み
ず

み
に
ま
で
行
き
渡
る
よ
う

に
、
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。

（�
福
井
教
会
主
任　

�
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

�
フ
リ
ッ
ツ
神
父
）

２
０
２
５
年
８
月
10
日
か

ら
12
日
の
３
日
間
、
教
区
中

高
生
会
の
ヒ
ロ
シ
マ
巡
礼
が

行
わ
れ
た
。

今
回
は
中
高
生
が
７
名
参

加
し
、
青
年
を
含
む
ス
タ
ッ

フ
８
名
と
共
に
巡
礼
を
行
っ

た
。１

日
目
は
朝
の
９
時
に
教

区
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
主

日
ミ
サ
に
与
っ
た
後
、
戦
争

を
テ
ー
マ
と
し
た
音
楽
劇
を

鑑
賞
す
る
た
め
に
下
関
へ
と

出
発
し
た
。
し
か
し
、
当
日

は
中
国
地
方
や
九
州
を
中
心

に
豪
雨
が
発
生
し
、
下
関
へ

の
高
速
道
路
が
通
行
止
め
と

な
っ
た
た
め
、
や
む
な
く
２

日
目
に
宿
泊
す
る
予
定
で

あ
っ
た
広
島
教
区
の
幟
町
教

会
（
世
界
平
和
記
念
聖
堂
）

に
行
き
先
を
変
更
し
、
そ
こ

で
一
泊
し
た
。

２
日
目
も
一
日
中
雨
が

降
っ
た
が
、
朝
か
ら
徒
歩
で

爆
心
地
な
ど
を
周
り
な
が
ら

広
島
平
和
記
念
公
園
へ
と
向

か
っ
た
。
平
和
記
念
公
園
で

は
原
爆
ド
ー
ム
や
追
悼
平
和

祈
念
館
、
平
和
資
料
館
を
見

学
し
た
。
ま
た
、
平
和
記
念

公
園
の
近
く
に
あ
る
、
袋
町

小
学
校
の
平
和
資
料
館
も
見

学
し
た
。
夜
は
学
ん
だ
こ

と
、
考
え
た
こ
と
を
分
か
ち

合
い
、
原
爆
や
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
を
学
び
考
え
る
一

日
と
な
っ
た
。

３
日
目
は
白
浜
満
司
教
と

会
っ
た
後
、
世
界
平
和
記
念

聖
堂
の
地
下
聖
堂
に

て
派
遣
ミ
サ
に
あ
ず

か
り
、
名
古
屋
へ
の

帰
路
に
就
い
た
。

参
加
し
た
中
高
生

か
ら
は
次
の
よ
う
な

感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。「原

爆
の
こ
と
を

考
え
、
リ
ア
ル
を

知
っ
て
、
よ
り
平
和

の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
ま
で
の
過

ち
や
苦
し
み
を
二
度

と
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
気
持

ち
を
行
動
に
移
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

通
常
聖
年

希
望
の
巡
礼
者
と
な
っ
て

聖
年
を
と
も
に
歩
み
ま
し
ょ
う

2025年

名古屋教区平和祈願ミサ2 0 2 5

「いのちを守る　平和を築く」

中
高
生
会
ヒ
ロ
シ
マ
巡
礼

（
２
面
に
続
く
）
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６
月
29
日
（
日
）「
一
粒

会
の
集
い
」
が
江
南
教
会
で

行
わ
れ
、
参
加
者
は
87
人
。

西
村
由
美
子
委
員
長
、
ス

サ
ン
ト
・
プ
リ
ヨ
江
南
教
会

主
任
司
祭
、
平
田
豊
彦
一
粒

会
指
導
司
祭
の
挨
拶
の
後
、

岡
崎
教
会
主
任
司
祭
の
モ
ル

ク
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ア

シ
ジ
神
父
（
神
言
会
）
に
よ

る
講
演
「
神
言
会
の
召
命
」

を
聞
い
た
。
モ
ル
ク
神
父
は

当
教
会
の
プ
リ
ヨ
神
父
（
聖

心
布
教
会
）
と
同
じ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
出
身
で
あ
る
。

講
演
会
の
内
容
は
、
神
言

会
の
設
立
か
ら
の
歴
史
、
各

国
で
活
躍
す
る
司
祭
、
そ
し

て
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日

本
で
活
動
す
る
司
祭
の
様
子

が
紹
介
さ
れ
た
。
修
道
会
司

祭
の
活
動
内
容
を
知
り
、
教

区
司
祭
、
修
道
司
祭
ど
ち
ら

に
し
て
も
、
金
銭
的
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
り
、
一
粒
会

の
活
動
の
意
義
を
再
確
認
し

た
。講

演
に
続
い
て
、
松
浦
悟

郎
司
教
と
５
人
の
司
祭
、
助

祭
に
よ
る
共
同
司
式
で
ミ
サ

が
執
り
行
わ
れ
た
。
松
浦
司

教
は
、
説
教
で
こ
の
日
が
聖

ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
使
徒
の
日

と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
二

人
の
聖
人
の
性
格
の
違
い
を

紹
介
し
、
各
々
違
っ
た
役
割

が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
聖
ペ

ト
ロ
に
は
天
の
国
の
カ
ギ
を

授
け
る
と
い
う
召
命
を
与
え

た
。ミ
サ
の
最
後
に
は
、「
召

命
を
求
め
る
祈
り
」
を
全
員

で
唱
え
た
。

最
後
に
、
筆
者
は
、
こ
の

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
際
に
大
き

な
「
気
づ
き
」
を
し
た
。
こ

の
催
し
の
冒
頭
で
、
プ
リ
ヨ

神
父
が
、
挨
拶
で
、「
早
く

こ
こ
か
ら
、
追
い
出
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
？
？
？

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回
の

モ
ル
ク
神
父
の
講
演
内
容
か

ら
、
神
言
会
、
聖
心
布
教
会

な
ど
の
宣
教
修
道
会
に
と
っ

て
は
、
宣
教
の
た
め
に
日
本

に
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一

粒
会
な
ど
の
神
学
生
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
教
区
司
祭
が

増
え
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
人

的
余
裕
が
で
き
て
、
修
道
会

と
し
て
は
、
世
界
の
中
で
ま

だ
宣
教
司
牧
さ
れ
て
い
な
い

地
域
に
派
遣
で
き
る
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
、「
早
く
追

い
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
逆
説
的
な
一
粒
会
へ
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
気
づ
い

た
。

�

（
江
南
教
会　

平
松
健
一
）

�（
西
村
委
員
長
よ
り
付
記
）

従
来
、「
私
の
召
命
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
話
し
て
も
ら

う
内
容
は
、
司
祭
個
人
の
召

命
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う

の
だ
が
、
昨
年
の
北
陸
地
区

一
粒
会
の
集
い（
福
井
教
会
）

に
て
、
モ
ル
ク
神
父
本
人
の

召
命
に
つ
い
て
、
と
て
も
興

味
深
く
、
詳
し
く
話
し
て
く

れ
た
た
め
、（
同
じ
内
容
で

は
な
い
方
が
よ
い
）
と
の
考

え
か
ら
、
今
年
は
自
分
の
所

属
す
る
「
神
言
会
の
召
命
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
変
え
た
、

と
当
日
の
茶
話
会
で
モ
ル
ク

神
父
か
ら
聞
い
た
。

８
月
31
日
の
午
後
、
北
陸

地
区
の
一
粒
会
の
集
い
が
小

矢
部
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
一
粒
会
担
当
司
祭
で

あ
る
平
田
豊
彦
神
父
の
紹
介

で
近
藤
真
理
生
神
学
生
よ
り

近
況
報
告
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
主
任
司
祭
で
あ
る
小
川

満
神
父
が
高
岡
教
会
よ
り
到

着
し
、
田
舎
で
司
祭
が
不
足

し
て
い
る
窮
状
、
自
身
が
ブ

ラ
ジ
ル
人
司
牧
担
当
で
も
あ

り
、
富
山
県
外
の
小
松
、
福

井
、
鯖
江
各
教
会
で
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
ミ
サ
で
多
忙
な

日
々
の
報
告
を
兼
ね
た
挨
拶

が
あ
っ
た
。

講
師
は
神
言
会
所
属
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
風
光
明
媚
な

フ
ロ
ー
レ
ス
島
出
身
、
五
反

城
教
会
主
任
司
祭
の
ア
ル

デ
ィ
神
父
。
冒
頭
で「
主
よ
、

あ
な
た
の
道
を
」
を
全
員
で

歌
い
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
中

で
「
私
の
召
命
」
と
題
し
、

映
像
や
収
録
音
声
を
用
い
て

分
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て

頂
い
た
。
そ
の
中
で
、家
族
、

特
に
親
か
ら
の
教
え
を
引
き

合
い
に
出
し
て
の
体
験
談
に

参
加
者
は
身
を
乗
り
出
し
て

真
剣
に
聞
く
姿
が
多
く
見
ら

れ
た
。「
祈
る
前
に
家
族
全

員
ゆ
る
し
合
う
心
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
親
に
言
わ

れ
て
育
っ
た
。「
ど
ん
な
に

祈
っ
て
も
、
ゆ
る
し
の
心
が

無
け
れ
ば
そ
の
願
い
は
天
国

に
届
か
な
い
の
だ
」
と
諭
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
家
庭
と
教

会
と
学
校
が
信
仰
教
育
で
協

力
し
合
う
環
境
下
で
育
つ
中

で
、
ミ
サ
の
叙
唱
を
唱
え

る
神
父
の
歌
声
や
所
作
に
憧

れ
て
初
め
て
司
祭
に
な
り
た

い
、
と
思
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
途
中
で
不
安
に
な
る
こ
と

は
当
然
あ
る
と
し
た
上
で
、

「
お
そ
れ
る
な
」「
あ
な
た
の

足
も
と
の
土
地
は
も
う
す
で

に
神
に
祝
福
さ
れ
た
土
地
」

と
い
う
聖
書
の
こ
と
ば
を
思

い
お
こ
し
、
黙
想
し
た
が
、

今
、
振
り
返
れ
ば
司
祭
を
志

す
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ

た
と
語
る
。
締
め
く
く
り
に

ア
ル
デ
ィ
神
父
を
囲
ん
で
即

興
で
同
国
の
子
供
た
ち
の
召

命
の
歌
が
演
奏・披
露
さ
れ
、

一
同
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
。

引
き
続
い
て
松
浦
悟
郎
司

教
に
よ
る
ミ
サ
は
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
や
手
話
を
交
え
て
の

国
際
色
豊
か
な
も
の
と
な
っ

た
。
松
浦
司
教
は
「
一
人
ひ

と
り
に
召
命
が
あ
り
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
召
命
の
一

つ
と
し
て
司
祭
あ
る
い
は
修

道
者
が
あ
る
が
、
使
徒
職
も

多
種
多
様
、
た
だ
形
は
違
っ

て
も
根
本
は
皆
同
じ
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
柔

和
で
へ
り
く
だ
る
者
に
な
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

ミ
サ
後
、
再
会
や
初
の
出

会
い
の
喜
び
が
多
国
籍
の

人
々
の
入
り
交
じ
る
中
で
、

茶
話
会
の
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
去
り
、
気
持
ち

の
温
か
さ
と
盛
況
の
内
に
集

い
は
終
了
し
た
。
参
加
者
総

数
91
人
。

�

（
富
山
教
会　

菅
野
茂
之
）

う
が
、
本
当
に
恐
ろ
し
い
の

は
、
優
し
い
普
通
の
人
間
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

あ
る
。
洗
脳
、
差
別
、
閉
じ

る
（
フ
ァ
ー
ス
ト
思
想
）
こ

と
で
人
間
は
何
処
ま
で
も
残

虐
に
な
る
。
今
や
っ
て
い
る

こ
と
が
本
当
に
平
和
に
向
か

う
も
の
な
の
か
、
だ
れ
か
の

尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
行
為
に

ノ
ー
と
い
え
る
か
。
や
な
せ

た
か
し
は
、
正
義
は
簡
単
に

逆
転
す
る
と
い
う
。
決
し
て

ひ
っ
く
り
返
ら
な
い
正
義
と

は
お
腹
を
空
か
し
た
人
に
一

切
れ
の
パ
ン
を
差
し
出
す
こ

と
。
キ
リ
ス
ト
の
正
義
は
肉

体
を
満
た
す
だ
け
で
な
い
。

十
字
架
で
引
き
裂
か
れ
た
ご

自
分
の
体
を
、
パ
ン
と
な
っ

て
我
々
に
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
。
愛
に
基
づ
く
こ
と
が
正

義
な
の
で
あ
る
。
平
和
の
為

に
戦
う
、
そ
れ
は
正
義
で
な

い
。
平
和
こ
そ
道
な
の
だ
。

祈
り
で
平
和
を
求
め
る
こ
と

も
大
切
。
今
、
第
一
歩
を
踏

み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
こ
れ
ら
の
司
教
の
言
葉

に
改
め
て
９
条
の
意
義
を
再

確
認
し
、
平
和
の
た
め
に
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
は
何
を
し

た
ら
よ
い
か
を
分
か
ち
合
っ

た
。最

後
に
、
聖
歌
隊
に
よ
る

合
唱
に
続
き
「
キ
リ
ス
ト

の
平
和
」「
み
は
は
マ
リ
ア
」

を
全
員
で
合
唱
し
、
祈
り
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

（
南
山
教
会
社
会
委
員　

�

川
西
通
子
）

８
月
３
日
、
第
17
回
平
和

祈
念
の
集
い
「
平
和
を
つ
な

ぐ
」
―
９
条
を
抱
き
し
め
て

―
が
南
山
教
会
マ
リ
ア
館

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

戦
後
80
年
に
あ
た
り
会
場
は

大
勢
の
参
加
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
関
心
の
高
さ
を
実
感

し
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
9
条
を
抱
き
し
め
て

―
元
米
軍
海
兵
隊
員
ア
レ

ン
・
ネ
ル
ソ
ン
が
語
る
戦
争

と
平
和
」
を
鑑
賞
後
、
松
浦

悟
郎
司
教
の
講
演
で
映
画
の

内
容
を
深
め
た
。

ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
１
９
４

７
年
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
生
ま
れ
た
。
貧
困
生
活

か
ら
逃
れ
よ
う
と
海
兵
隊
に

入
隊
し
19
歳
で
ベ
ト
ナ
ム
の

最
前
線
に
派
遣
さ
れ
た
。
軍

隊
で
は
平
和
に
つ
い
て
は
教

え
ら
れ
ず
、
殺
す
こ
と
が
仕

事
だ
と
繰
り
返
し
教
え
込

ま
れ
、
次
第
に
人
間
の
心

を
失
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
ネ
ル
ソ

ン
さ
ん
に
戦

争
に
対
す
る

考
え
方
を
180

度
変
え
さ
せ

る
出
来
事
が

起
き
る
。
奇

襲
攻
撃
に
遭

い
近
く
の
壕

に
逃
げ
込
む

と
、
少
女
が
痛
み
と
苦
し
み

に
耐
え
必
死
に
力
を
振
り
絞

り
赤
ん
坊
を
産
ん
だ
。
そ
の

時
、
自
分
の
母
親
も
こ
ん
な

風
に
自
分
を
産
ん
で
く
れ
た

の
か
、
ベ
ト
ナ
ム
人
も
ア
メ

リ
カ
人
も
同
じ
心
を
持
つ
人

間
だ
と
。
帰
還
後
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

に
苦
し
む
が
、
自
ら
の
過
ち

を
認
め
る
こ
と
を
き
っ
か
け

に
立
ち
直
っ
た
。
戦
争
や
暴

力
は
決
し
て
平
和
を
も
た
ら

さ
な
い
。
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
は

沖
縄
の
問
題
や
平
和
憲
法
な

ど
日
本
人
に
と
っ
て
も
貴
重

な
こ
と
を
、
命
尽
き
る
ま
で

語
り
か
け
た
。「
憲
法
９
条

は
い
か
な
る
核
兵
器
よ
り
強

い
」
と
。

そ
の
後
、
松
浦
司
教
は
次

の
よ
う
に
話
を
し
た
。「
ネ

ル
ソ
ン
さ
ん
の
こ
と
を
新
聞

の
記
事
で
知
り
、
こ
の
感
動

を
伝
え
よ
う
と
高
校
生
た
ち

に
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
配
っ

た
。
戦
争
は
恐
ろ
し
い
と
い

（
高
校
２
年
生
）」

「
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
原
爆
ド
ー
ム
で
す
。
資
料

館
で
あ
の
日
に
起
き
た
こ
と

を
実
際
に
見
て
、
感
じ
て
、

学
び
、
い
か
に
今
の
時
代
が

平
和
な
の
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
平
和
に
す
る
た

め
に
自
分
に
で
き
る
行
動
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。（
中

学
２
年
生
）」

「
原
爆
ド
ー
ム
を
見
た
と

き
は
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ

た
し
、
写
真
や
動
画
を
見
て

戦
争
は
本
当
に
ダ
メ
だ
と

思
っ
た
し
、
平
和
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
中
学
１
年
生
）」

中
高
生
た
ち
が
共
に
広
島

へ
行
っ
て
平
和
に
つ
い
て
学

び
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
実

り
多
き
巡
礼
と
な
っ
た
。

�

（
教
区
中
高
生
会
担
当
者
）

《
東
海
地
区　

一
粒
会
の
集
い

�

江
南
教
会
に
て
》

《
北
陸
地
区　

一
粒
会
の
集
い

�

　

小
矢
部
教
会
に
て
》

第
17
回
平
和
祈
念
の
集
い

「
平
和
を
つ
な
ぐ
」
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

自
由
意
思
を
意
味
す
る

ラ
テ
ン
語
の
「
ボ
ル
ン

タ
ス
」
に
由
来
し
て
い

る
。一

般
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
個
人

の
自
由
意
思
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能

や
時
間
な
ど
を
す
す
ん

で
他
人
の
た
め
に
提
供

し
、
か
つ
社
会
奉
仕
す

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
市

民
の
自
由
意
思
や
責
任

に
お
い
て
行
う
活
動
で

あ
り
、
市
民
が
権
利
の

主
体
と
し
て
成
長
し
て

い
く
側
面
も
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

私
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
言
葉
を
聞
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９

７
０
年
代
に
入
っ
た
頃
の
よ

う
に
記
憶
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
、
山
田
昭
義

氏
（
カ
障
連
初
代
会
長
）
が

「
障
害
者
に
よ
る
障
害
者
の

た
め
の
、
そ
し
て
市
民
と
共

に
あ
る（
共
に
活
動
し
た
い
）

団
体
を
作
り
た
い
」
と
の
こ

と
か
ら
、愛
の
実
行
運
動（
Ａ

Ｊ
Ｕ
）
事
務
局
と
し
て
共
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。そ

し
て
、
愛
知
県
重
度
障

害
者
の
生
活
を
よ
く
す
る
会

を
結
成
し
、
教
会
に
お
い
て

は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害

者
連
絡
協
議
会
を
結
成
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

街
（
教
会
）
づ
く
り
運
動
を

推
し
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
大
会
を
と
も
に
支
え

て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
る
。
募
集
の
チ

ラ
シ
は
、
各
教
会
へ
配
布
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
ほ
し
い
。

◆
申
し
込
み
方
法

▲�

問
い
合
わ
せ　

０
５
２

－
８
５
２

－

１
４
２
６

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
書
（
募
集
チ

ラ
シ
裏
面
）
０
５
２

－

８

５
２

－

１
４
２
２

・�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

＊�

必
須
の
質
問
に
必
ず
入

力
。
最
後
に
「
送
信
」

を
ク
リ
ッ
ク

・
メ
ー
ル

　

�nagoya2026bora@
gm
ail.com

　

�「
ボ
ラ
参
加
」
と
書
き

送
信
、
折
り
返
し
申
込

フ
ォ
ー
ム
を
送
り
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
担
当

�

　

渡
邊
保
志
）

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

『
松
浦
悟
郎
司
教
様
と
の
集

い
』
を
７
月
５
日
に
顧
問
の

暮
林
響
神
父
（
神
言
会
）
を

は
じ
め
、
普
段
の

定
例
会
で
は
な
か

な
か
会
え
な
い
懐

か
し
い
仲
間
も
加

わ
り
会
員
８
名
、

会
員
の
友
人
３
名

で
旧
川
名
山
聖
霊

修
道
院
の
一
室
で

開
催
し
た
。
参
加

者
は
看
護
師
の
資

格
を
生
か
し
て

様
々
な
場
で
働
い

て
お
り
保
健
師
と

し
て
妊
産
婦
の
支

援
、
ホ
ス
ピ
ス
病

棟
や
老
人
保
健
施
設
、
修
道

会
の
仲
間
の
介
護
、
こ
ど
も

園
で
の
子
供
達
の
健
康
管

理
、
喫
茶
店
を
通
し
て
地
域

の
方
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
。
一

般
病
院
で
管
理
職
と
し
て
働

く
人
、
長
年
看
護
教
育
に
従

事
し
退
職
し
た
ば
か
り
で
今

後
の
生
き
方
を
模
索
中
の

人
、
反
対
に
看
護
現
場
と
は

離
れ
て
い
た
が
最
近
に
な
っ

て
障
が
い
者
施
設
で
働
く
こ

と
に
な
っ
た
人
な
ど
色
々
な

現
場
で
人
と
か
か
わ
る
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
人
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
や
悩
み
を

分
か
ち
合
う
時
間
を
も
っ

た
。松

浦
司
教
は
私
た
ち
の
想

い
や
悩
み
か
ら
の
気
づ
き
を

拾
い
上
げ
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護

師
と
は
【
い
の
ち
の
は
じ
ま

り
か
ら
お
わ
り
を
大
切
に
す

る
】
＝
【
い
の
ち
の
尊
厳
を

守
る
】
こ
の
普
遍
的
な
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
と

伝
え
た
。
ま
た
、
人
生
の
中

で
辛
い
苦
し
い
体
験
を
通
し

て
、
人
間
に
は
絶
望
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
中
で
も
、
そ

の
中
か
ら
自
分
で
意
味
を
見

出
し
、
学
び
を
得
る
こ
と
か

ら
共
感
し
た
り
関
わ
る
こ
と

で
、
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し

く
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
話
し
た
。

会
の
終
了
後
に
、
自
分
は

看
護
が
好
き
で
こ
の
道
を
選

び
今
ま
で
色
々
な
形
で
人
と

関
わ
り
今
後
も
そ
の
道
を
歩

い
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
、
喜

び
の
よ
う
な
気
持
に
満
た
さ

れ
た
。

�

（
横
山
美
佐
子
）

６
月
13
日
（
金
）
と
14
日

（
土
）
の
２
日
間
、
聖
年
指

定
教
会
で
あ
る
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
の
福
井
教
会
、七
尾
教
会
、

金
沢
教
会
、
富
山
教
会
の
４

つ
の
小
教
区
を
巡
礼
し
た
。

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た

人
々
、
今
な
お
厳
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
の

た
め
に
追
悼
と
復
興
祈
願
を

捧
げ
た
。
委
員
た
ち
は
、
巡

礼
で
共
に
祈
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
巡
礼
教
会
で
ロ
ザ

リ
オ
を
唱
え
、黙
想
し
、祈
っ

た
。
七
尾
教
会
と
富
山
教
会

で
は
、
同
行
し
た
委
員
長
の

山
野
聖
嗣
神
父
（
港
教
会
主

任
）
の
司
式
に
よ
り
、
追
悼

及
び
復
興
祈
願
の
意
向
で
ミ

サ
を
捧
げ
た
。

・�

こ
の
聖
年
巡
礼
で
の
気
付

き
に
つ
い
て

①�

ミ
サ
や
祈
り
の
内
に
復
興

に
向
か
っ
て
い
た
。

�

七
尾
教
会
へ
の
道
中
、
あ

ち
こ
ち
で
道
路
の
復
旧
工

事
が
あ
り
、
片
側
通
行
に

な
っ
て
い
た
。
道
路
の
ひ

び
割
れ
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
散
見
し
、
被
災
の
凄
ま

じ
さ
を
感
じ
た
。

�

巡
礼
教
会
で
は
被
災
直
後

の
苦
労
話
、
復
興
に
向
け

て
の
取
組
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
現
状
な
ど

の
話
を
聞
き
、
と
も
に
ミ

サ
に
与
か
っ
た
。

②�

若
者
の
力
の
大
き
さ
を
感

じ
た
。

�

富
山
教
会
の
信
徒
は
、
能

登
半
島
地
震
発
災
当
初
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
、
他
人
を
支
え
る
こ

と
は
自
分
の
た
め
だ
、
と

の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

１
人
の
力
は
微
々
た
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
い

の
力
は
大
な
る
も
の
と
の

考
え
で
あ
っ
た
。

③�

笑
顔
は
復
興
へ
の
足
が
か

り
。

�

富
山
教
会
の
信
徒
画
家
で

あ
る
Ｈ
女
史
は
、
画
集
の

「
ご
あ
い
さ
つ
」
で
「
キ

リ
ス
ト
教
の
信
仰
は
私
の

心
の
支
え
、
絵
を
描
き
始

め
る
時
は
短
い
お
祈
り
を

し
て
か
ら
描
き
ま
す
。
祈

り
と
信
仰
を
深
め
、
絵
と

人
と
を
愛
し
天
国
に
入
り

た
い
」
と
力
強
く
述
べ
て

い
た
。

以
上
の
３
点
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
で
新
し

い
出
会
い
、
ま
た
思
い
が
け

な
い
温
か
い
再
会
が
あ
り
、

楽
し
く
分
か
ち
合
い
が
で
き

た
。
神
が
と
も
に
い
て
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
た
。

（
教
区
カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員

�

岡
村 

要
（
東
海
教
会
））

人
事
の
お
知
ら
せ

・�

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク�

石
川
地
区

　

司
祭
チ
ー
ム

　
　

�

九
里
彰
神
父
（
モ
デ
ラ

ト
ー
ル
）、
窄
口
松
雄
神

父
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ザ
ン

ケ
ッ
タ
神
父
、
ペ
ト
ロ・

ノ
・
ヒ
チ
ョ
ル
神
父

　

協
力
司
祭

　
　

�

片
岡
義
博
神
父
（
石
川

地
区
、
富
山
地
区
の
協

力
司
祭
）、
ロ
ー
・
ダ

ム
神
父
（
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク　

ベ
ト
ナ
ム
人
司
牧

担
当
）、ヨ
ハ
ン
ネ
ス・

ヴ
ィ
ア
ン
ネ
・
ラ
マ
神

父
（
通
称
ジ
ョ
ニ
ー
）

・
愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク�

岐
阜
教
会

　

�

助
任
司
祭

　
　

�

ル
カ・ベ
ン
ゾ
神
父（
パ

リ
外
国
宣
教
会
）

・
城
南
ブ
ロ
ッ
ク 

港
教
会

　

�

助
任
司
祭

　
　

�

ペ
ト
ロ
平
野
哲
也
神
父

（
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
修

道
会
）

2025年度　正義と平和委員会　学習会

第4回「悪夢のリニア新幹線工事�
―今こそ見直しが必要なのではないか」

講　師　大沼淳一氏（環境問題研究者）
日　時　11月1日（土）　10：30～12：00
会　場　福信館2階（名古屋市東区葵2-6-29、布池教会東）
　　　　地下鉄東山線新栄駅から徒歩8分、桜通線車道駅から徒歩8分、
　　　　JR中央本線千種駅から徒歩9分
参　加　自由
主　催　カトリック名古屋教区正義と平和委員会
連絡先　浅野幸治　asano@toyota-ti.ac.jp または 090-8860-3627

美濃・尾張キリシタン顕彰ミサと講演会のご案内
日　時　11月3日（月・祝）　9：30～15：30
場　所　カトリック美濃加茂教会
講　師　浅井太郎神父（名古屋教区殉教者顕彰委員会委員長）
テーマ　「濃尾崩れについて」
ミ　サ　司式　浅井太郎神父
問合せ　名古屋教区殉教者顕彰委員会事務局　早川助祭まで
　　　　TEL：052-936-8366　E-mail：k.hayakawa@nagoya.catholic.jp
＊詳細は各小教区に掲示されるチラシで確認してください。

カトリック名古屋教区主催

「名古屋教区殉教者祭」のお知らせ
日　時　10月13日（月・祝）　10：30～
内　容　殉教者顕彰ミサ　　司　式　ミカエル松浦悟郎司教
場　所　西山浄土宗　清涼山　栄国寺　キリシタン顕彰碑前
　　　　名古屋市中区橘1丁目21-38　TEL 052-321-5307
　　　　＊顕彰碑、墓碑建立区域への立ち入りはご遠慮下さい。
アクセス　地下鉄名城線「東別院」下車　4番出口・EVより徒歩9分
　　　　公共交通機関、又は車でお越しの方は一般有料駐車場をご利用下さい。
問合せ　名古屋教区宣教司牧評議会事務局（担当　早川和彦助祭）
　　　　TEL 052-935-2223

訃 

報 

チ
プ
リ
ア
ノ
・
ボ
ン
タ
ッ

キ
ョ
神
父
様
帰
天

〈
略
歴
〉

１
９
３
５
年
２
月

　
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ

１
９
５
１
年
７
月

　
カ
ル
メ
ル
会
で
初
誓
願

１
９
５
８
年
３
月

　
司
祭
叙
階

１
９
６
０
年　
来
日

１
９
６
６
年
～
１
９
７
８

年　
金
沢
教
会
主
任

２
０
０
２
年
～
２
０
１
９

年　
金
沢
教
会
主
任

２
０
２
０
年
よ
り
石
川
地
区

協
力
司
祭

２
０
２
５
年
８
月
11
日

　
帰
天

＋
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会�

�
 

名
古
屋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
よ
！

名
古
屋
教
区
カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会
・

名
古
屋
教
区
カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会
・

北
陸
地
方
、
聖
年
巡
礼
の
旅

北
陸
地
方
、
聖
年
巡
礼
の
旅

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
名
古
屋
支
部
（
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）

「
司
教
様
と
の
集
い
」

（
４
面
に
続
く
）



	 ２ ０ 2 5 年 1 0 月 5 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 5 9 号）� （ 4 ）

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

10
月
の
教
会
暦

１
日
㈬	
幼
い
イ
エ
ス
の
聖
テ
レ
ジ
ア
お

と
め
教
会
博
士
（
記
）

２
日
㈭	

聖
な
る
守
護
の
天
使
（
記
）

４
日
㈯	

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ（
ア
シ
ジ
の
）

修
道
者
（
記
）

５
日
㈰	

年
間
第
27
主
日

７
日
㈫	

ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
マ
リ
ア（
記
）

12
日
㈰	

年
間
第
28
主
日

15
日
㈬	

イ
エ
ス
の
聖
テ
レ
ジ
ア
お
と
め

教
会
博
士
（
記
）

17
日
㈮	

聖
イ
グ
ナ
ツ
ィ
オ
（
ア
ン
テ
ィ

オ
ケ
ア
の
）司
教
殉
教
者
（
記
）

18
日
㈯	

聖
ル
カ
福
音
記
者
（
祝
）

19
日
㈰	

年
間
第
29
主
日

	

世
界
宣
教
の
日
（
献
金
）

26
日
㈰	

年
間
第
30
主
日

28
日
㈫	

聖
シ
モ
ン　

聖
ユ
ダ
使
徒（
祝
）

11
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈯	

諸
聖
人
（
祭
）

２
日
㈰	

死
者
の
日
（
年
間
第
31
週
）

９
日
㈰	

ラ
テ
ラ
ノ
教
会
の
献
堂
（
祝
）

（
年
間
第
32
週
）

16
日
㈰	

年
間
第
33
主
日

	

貧
し
い
人
の
た
め
の
世
界
祈
願

日

	

聖
書
週
間
（
～
23
日
ま
で
）

23
日
㈰	

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
（
祭
）

	

世
界
青
年
の
日

30
日
㈰	

待
降
節
第
１
主
日

教
区
行
事
予
定

10
月

２
日
㈭	

カ
リ
タ
ス
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
＊

３
日
㈮	

の
と
視
察
＊

５
日
㈰	

刈
谷
教
会
堅
信
式
＊
／
宣
教
司

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

牧
評
議
会
＊

９
日
㈭	

顧
問
会
＊
／
司
祭
評
議
会
常
任

委
員
会
＊

10
日
㈮	

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ

11
日
㈯	

神
言
会
司
祭
叙
階
式
（
南
山
教

会
）／
殉
教
者
委
定
例
会
／
信

徒
協
役
員
会
＊

12
日
㈰	

教
区
東
八
事
第
一
墓
地
合
同
追

悼
ミ
サ

13
日
㈪
㈷
教
区
殉
教
者
祭
（
栄
国
寺
）
＊

14
日
㈫	

樹
の
会

16
日
㈭	
月
集
＊

18
日
㈯	
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」
／
聴
覚
障
害
者
の
集

い
＊

19
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議

21
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

23
日
㈭	

司
祭
評
議
会
＊

25
日
㈯	

濃
尾
Ｂ
会
議

11
月

１
日
㈯	

信
徒
協
役
員
会
／
正
義
と
平
和

委
「
学
習
会
」

２
日
㈰	

美
濃
加
茂
教
会
堅
信
式
＊
／
教

区
東
八
事
第
二
墓
地
合
同
追
悼

ミ
サ

３
日
㈪
㈷
殉
教
者
委
「
美
濃
・
尾
張
キ
リ

シ
タ
ン
顕
彰
ミ
サ
」（
美
濃
加

茂
教
会
）

８
日
㈯	

典
礼
委
全
体
会
議
／
殉
教
者
委

定
例
会
／
信
徒
協
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

９
日
㈰	

多
治
見
教
会
堅
信
式
＊
／
城
東

Ｂ
会
議
／
三
河
Ｂ
会
議
・
司
祭

会
議

11
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
樹

の
会

13
日
㈭	

顧
問
会
＊

15
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

16
日
㈰	

城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議

18
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

23
日
㈰
㈷
豊
橋
教
会
堅
信
式
＊
／
北
陸
Ｂ

会
議

27
日
㈭	

月
集
＊

30
日
㈰	

日
比
野
教
会
堅
信
式
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

10
月

14
日
㈫
～
15
日
㈬

	

大
阪
高
松
教
会
管
区
司
教
会
議

25
日
㈯
～
27
日
㈪

	

司
教
団
東
ア
ジ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
韓
国
）

11
月

17
日
㈪
～
20
日
㈭	

日
韓
司
教
交
流
会

◇
10
月
の
炊
き
出
し

木
２
日
東
山
、
９
日
布
池
、
16
日
聖
霊・

南
山
・
樹
の
会
、
23
日
城
北
橋
、
30
日
一

宮金
３
日
喜
望
の
会
、
10
日
南
山
、
17
日

一
宮
、
24
日
長
浦
、
31
日
布
池

〈カルメル修道会日比野修道院、講座、黙想企画〉

【旧約聖書から学ぶキリスト教霊性】
―キリストの十字架の恵みをより味わうために―

日　時　10月11日（土）　14：30～16：30

テーマ　歴代誌のメッセージ

持ち物　�必ず聖書（旧約＋新約）をご持参ください。

場　所　�カルメル会日比野修道院（日比野教会）、参加費無料。

どなたでもご自由にご参加ください。

担　当　志村 武神父（カルメル修道会）

問合せ　日比野修道院（052-671-1003）

以降の予定　11月15日（土）、12月13日（土）

フェスタ★あおぞら
日　時　10月25日（土）　10：00～15：00　雨天決行
場　所　名古屋市守山区上志段味字東谷2098-2
　　　　社会福祉法人ゲマインダハウス　青空の家
　　　　052-736-2255
　　　　駐車場有り（但し、台数に限り有り）
概　要　模擬店（�カマナの本格インドカレー・空色めがね

さんの豆腐ドーナツ、とんじる・うどん、
みたらし団子など）

　　　　�ワークショップ、ふれあいバザー、喫茶ばんばん、
室内展示、ステージ（大道芸・ピアノサックス演
奏など 13：30～）

サダナ ～神への道～
〈初〉【霊的同伴付きフォローアップ】

　聖イグナチオの霊性を基に、「心と知性の静けさ」「神様
との個人的な触れ合い」を体験します。また、今回初めて、
サダナに加えて霊的同伴を体験します。3日目は霊的同伴な
し通常のフォローアップです。
参加者　入門ABCをすべて参加している方
　　　　�一日だけの参加申込可。ただし参加日数の多い方

が優先となります
日　時　1日目 11月1日（土）　�霊的同伴付きフォローアップ

（人数制限有）
　　　　2日目 11月2日（日）　�霊的同伴付きフォローアップ

（人数制限有）
　　　　3日目 11月3日（月・祝）　通常のフォローアップ
　　　　※3日とも、9：30～17：00の開催です。
場　所　聖霊会 八事修道院 ミッションセンター（駐車可）
指　導　植栗 彌神父（イエズス会）
問合せ　撹上 宏（かくあげ ひろし）
　　　　メール ngosdn@gmail.com
　　　　☎050-5897-5107
参加者喜びの声　右QRコードよりご覧ください。

〈2025年度の予定〉
【初】ダイアリーサダナ（サダナ2経験者のみ）
　4日間すべて参加可能な方のみ。部分参加は不可。
　　2026年1月31日（土）・2月1日（日）・2月7日（土）・8日（日）

AJU自立の家　第32回ウェルフェアコンサート

子どもたちの歌でつづる�
昭和100年

日　時　11月29日（土）　15：00（開場14：15）
会　場　愛知県芸術劇場コンサートホール
出演者及び曲目
　・�音羽ゆりかご会：里の秋 /みかんの花咲く丘 /いのち
の歌 /他

　・�桜花学園高校合唱部：青い珊瑚礁 /川の流れのように /�
落葉松 /他

　・�桜山中学合唱部：「たましいのスケジュール」から�
「影絵」

　・�ボニージャックス　髙田真理：わたしのほしいもの /�
旅愁 /他

全席指定　有料
　　Ａ　　席 6,000円（高校生以下は 4,000円）
　　Ｂ　　席 5,000円（高校生以下は 3,000円）
　　Ｃ　　席 4,000円（高校生以下は 2,000円）
　　車いす席 4,000円（高校生以下は 2,000円）
問合せ・予約受付　�AJU自立の家後援会�

TEL 052-841-5554　FAX 052-841-2221
主　催　AJU自立の家後援会
後　援　愛知県教育委員会、名古屋市教育委員会

カトリック一信徒の�
「御言葉の分かち合い」チャンネル
～小教区での実践をめざして～

　「今日の私」に語りかける主の御言葉を聞き、その分かち
合いをすることは、信徒同士の信仰を深め、育てあう力に
なります。その一例として、ぜひご視聴ください！

番組 QR　　　　連絡先　多田めぐみ
　　　　　　　　　　　　080-7447-9062
　　　　　　　　E メール　
　　　　　　　　yamanomoricecilia@gmail.com

司祭叙階式のお知らせ　神言会
受階者　グエン・ヴァン・ニャット助祭

　　　　アントニー・トラン・ハン助祭

日　時　10月11日（土）　14：00～

場　所　カトリック南山教会（名古屋市昭和区南山町1）

司　式　名古屋教区長　ミカエル松浦悟郎司教

＊混雑が予想されますので、公共交通機関でお越し下さい。
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達成率
約95.1％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

683件 38,042,661円
目標額 40,000,000円
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（2025年8月末日現在）


